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はじめに
子どもの問題行動は竹林（1999）によれば「一般に子
どもを対象として用いられる語で，発達上ないしは社会
集団への適応上，問題となる行動」と定義されており，
外在的な問題（externalizing problematic behaviors）
と内在的な問題（internalizing problematic behaviors）
の二つに大別されている（Achenbach & Edelbrock, 
1978）。外在的な問題は，年齢相応に状況に見合った行
動をコントロールすることができず，周囲の大人や仲間
たちに厄介を与えるタイプの問題行動で，注意散漫や攻
撃的，反社会的行動を指し，内在的な問題は，過度の不
安や恐怖，抑うつなど，他人よりも本人に問題を生じさ
せるタイプの問題行動を指す（山形・菅原・酒井・眞榮
城・松浦・木島・菅原・詫摩・天羽，2006）。
外在的および内在的な問題行動共にその発現にはスト
レスとの関連が示唆されている。ここでのストレスと
は，事件や災害などといった非日常的な体験とは限らな
い。例えば小花和（2004）は，日常事態における幼児の
ストレス反応をまとめている。それによると，男児は女
児より攻撃行動が多く，年少児では「一人でトイレに行
けなくなる」などの非言語的な反応が多いのに対して，
年長児では「理屈を言って親に反抗する」などの言語的
な反応が多いという。幼児の日常的なストレッサーを生
活の大部分を占める保育現場に焦点を当てて考慮する
と，嘉数・井上・白石（1994）や，堀池・富田・村田・
久保（1999）によれば，幼児は，他児との関係，保育者
や親からの叱責，設定保育といった事柄にストレスを感
じていることが示唆されている。
ストレスに対応するための力として，近年ではレジリ
エンスという概念が注目を集めている。レジリエンスと
は，困難な状況を経験し，たとえダメージを受けたとし
ても，そこから回復していくプロセスや立ち直る力，困
難な状況にうまく対応できる能力などを意味する（福
島，2010）。レジリエンスをめぐってはさまざまな見解
があり，個人の性格特性として捉える立場（小塩・中
谷・金子・長峰，2002），ダメージから回復する過程と
して捉える立場（Masten, Best, and Garmezy, 1990）な
ど，研究者によってその解釈は異なっているのが現状で
ある。
日常的に起こり得るストレッサーとレジリエンスとの
関連としては，レジリエンスが高い幼児は他児との葛藤
場面でもさしてストレスを感じておらず，また適切な対
処行動をとることができるとの知見（高辻，2002）や，
小花和（2004）による，レジリエンスと「引きこもり」
「対人緊張」といったストレス反応に負の相関の報告な
どがある。ストレスと問題行動の発現には関連がある一
方で，ストレスにさらされてもレジリエンスが脆弱であ
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るとストレスからの回復が困難で，その後の適応にもネ
ガティブな影響が及ぶが，レジリエンスが良好であると
適応的な反応を示し，望ましい結果を得られるとされ，
就学前の幼児にも当てはまることが先行研究で確かめら
れている。
本研究では幼児の保育現場での日常的ストレスと問題
行動，およびレジリエンスの関連について検討するた
め，以下の仮説を立て，それらを検証することを目的と
した。仮説 1 ：保育現場における日常的ストレスと問題
行動には正の関連がある。仮説 2 ：レジリエンスによっ
て問題行動を抑制することができる。保育現場を調査場
所に設定したのは，幼児の生活の大半を占める場である
とともに，先行研究で示されているように他児や保育者
との関係がストレッサーとなり得，加えて他児や家族以
外の大人と関わる保育現場にて，対人関係に起因するス
トレスを感じることは多いだろうと考えたからである。
なお，本研究ではレジリエンスの定義を Masten et 
al. （1990）の「挑戦的，脅威的な状況にも関わらず得ら
れる望ましい結果，またはその過程，あるいはそのため
の許容力」とし，ストレス場面を「挑戦的，脅威的な状
況」，ストレスにさらされても問題行動の抑制に成功す
る結果を「望ましい結果」と定義した。
方法
１．参加者
神奈川県の私立保育園の保育者 5 名に，担任する園児
（ 3 歳児クラスから 5 歳児クラス）について回答を求め
た。88件の家庭に研究を依頼し，39件の家庭から同意が
得られた（回収率44.3％）。そのうち 1 件は対象クラス
に子どもが 2 名通園しているため，参加児は40名（ 3 歳
児クラス：男児10名，女児 3 名 ; 平均年齢 4 歳 0 カ月，
標準偏差2.41， 4 歳児クラス：男児 9 名，女児 5 名 ; 平
均年齢 4 歳10カ月，標準偏差3.03， 5 歳児クラス：男児
8 名，女児 5 名 ; 平均年齢 6 歳 0 カ月，標準偏差2.77）
であった。
２ ．尺度
　⑴　幼児用レジリエンス尺度
長尾・芝崎・山崎（2008）が開発したもので，普段の
幼児の様子について尋ねるものである。「気質（ 7 項
目）」，「傷つきにくさ（ 5 項目）」，「自己調整（ 5 項目）」
の 3 因子計17項目から構成されている。「全くそう思わ
ない（ 1 点）」，「あまりそう思わない（ 2 点）」，「どちら
ともいえない（ 3 点）」，「ややそう思う（ 4 点）」，「非常
にそう思う（ 5 点）」の 5 件法で回答を行った。得点が
高いほどレジリエンスが高いことを意味している。
　⑵　幼児用問題行動尺度
金山・中台・磯部・岡村・佐藤・佐藤（2006）が作成
したもので，ある問題行動がどれくらいの頻度見られる
かを尋ねるものである。「外在化問題行動（ 8 項目）」，
「内在化問題行動（ 5 項目）」の 2 因子計13項目から構成
されている。「全く見られない（ 1 点）」，「少し見られる
（ 2 点）」，「時々見られる（ 3 点）」，「よく見られる（ 4
点）」，「非常によく見られる（ 5 点）」の 5 件法で回答を
行った。評定者については，言語能力や認知能力の限界
から幼児による自己評定法は困難であると考え，実用性
が最も高いと言える保育者評定法を実施した（金山・中
台・前田，2005）。
　⑶　園生活におけるストレス尺度
堀池 ほか（1999）が作成したもので，保育現場での
ある出来事に幼児がどの程度ストレスを感じているかを
尋ねるものである。11項目から構成されている。「全く
感じていない（ 1 点）」，「あまり感じていない（ 2
点）」，「どちらともいえない（ 3 点）」，「少し感じている
（ 4 点）」，「非常に感じている（ 5 点）」の 5 件法で回答
を行った。
３ ．手続き
研究説明書，同意書，同意撤回書を入れた封筒を保育
者から保護者へ配布し，およそ20日間の期間を設けて保
育園事務所の回収箱にて同意書を回収した。保護者の同
意を得られた園児について，担任の保育者に①レジリエ
ンス尺度②問題行動尺度③園でのストレス尺度への回答
を求めた。
４ ．分析方法
レジリエンス尺度と問題行動尺度について，主因子
法，バリマックス回転のよる確証的因子分析を行った。
次に，性別（ダミー変数に変換），ストレスおよびレジ
リエンスが問題行動に与える影響を検討するため，各尺
度得点を変数にした階層的重回帰分析を行った。階層的
重回帰分析では，第 1 ステップでは性別（モデル 1 ），
第 2 ステップではストレス尺度得点を投入（モデル
2 ），第 3 ， 4 ， 5 ステップではレジリエンス尺度の下
位尺度得点を投入（それぞれモデル 3 ， 4 ， 5 ）した。
決定係数 R 2 の変化量⊿ R 2 に対する F 値が有意である
場合に，投入項は有意であると判断した。なお，統計解
析は SPSS 18.0 for Windows を用いて行い，有意水準は
両側 5 ％とした。
５ ．倫理的配慮
　本研究は，専修大学人間科学部心理学科・大学院文
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学研究科心理学専攻　人を対象とした研究倫理員会の承
認を得た上で行われた（承認番号12-ML127008- 3 ）。
結果
　幼児用レジリエンス尺度（以下，レジリエンス尺
度），幼児用問題行動尺度（以下，問題行動尺度），園生
活におけるストレス尺度（以下，ストレス尺度）の
Cronbach's αは，それぞれ，0.81，0.81，0.81となり，
すべての尺度に十分に信頼性が認められた。なお，スト
レス尺度では不適切な 1 項目を除外した。
１ ．レジリエンス尺度
　長尾 ほか（2008）を元に， 3 因子による確証的因
子分析を行ったところ，長尾 ほか（2008）と同様に，
第 1 因子「気質」，第 2 因子「傷つきにくさ」，第 3 因子
「自己調整」が抽出された。「作ったものを友達に壊され
たとき，すぐに新しく作り直し始めることができる」の
みが，「自己調整」から「傷つきにくさ」に分類され
た。各下位尺度の Cronbach's αはそれぞれ，気質
（0.88），傷つきにくさ（0.81），自己調整（0.75）と十分
な内的整合性が確認された。
２ ．問題行動尺度
金山 ほか（2006）を元に， 2 因子による確証的因子
分析を行ったところ，金山 ほか（2006）と同様に，第
1 因子「外在化問題行動」，第 2 因子「内在化問題行動」
が抽出された。各下位尺度の Cronbach's αはそれぞ
れ，外在化問題行動（0.92），内在化問題行動（0.77）で
あり，十分な内的整合性が確認された。
３ ．ストレスおよびレジリエンスが外在化問題行動に与
える影響
まず外在化問題行動の促進及び抑制に影響を与える要
因を調べるため，外在化問題行動を目的変数として，性
別，ストレス，レジリエンス下位尺度を説明変数とした
階層的重回帰分析を行った。各ステップへの変数の投入
表 1 ．幼児用レジリエンス尺度項目の因子負荷量および各因子に含まれる項目の Cronbach’s α
1 2 3
1.　気質
今まで経験したことのない行事や遊びでもためらわずにすぐに入り込める 　.８30 　.436 －.110
何事にも好奇心が旺盛である 　.7８2 　.151 －.17８
* 行事（及びその練習）や当番など，新しい活動や状況に慣れるのに時間がかかる 　.749 　.017 　.163
* 友達同士が何かしていても，自分からあまり仲間に入っていけない 　.727 　.000 　.177
活発な方である 　.644 　.036 －.350
新しい友達や保育者に対して，自分から積極的に近付き親しくなろうとする 　.619 　.409 　.115
愛想がよく人になつきやすい 　.512 　.511 －.132
2.　傷つきにくさ
* 慣れない場所に初めて行ったとき，不安な態度を示す 　.247 　.766 －.004
楽観的でそんなに失敗を心配することがない 　.470 　.766 －.116
叱られて泣いてもけろりとしている 　.271 　.750 －.015
友達に嫌なことを言われてもそれほど気にしない －.212 　.604 －.210
作ったものを友達に壊されたとき，すぐに新しく作り直し始めることができる 　.0８1 　.549 　.22８
* 友達におもちゃをとられたとき，すぐに別の遊びを始められない 　.015 　.310 　.27８
3.　自己調整
友達とトラブルがあったとき，自分自身で何らかの解決方法を考える 　.156 －.102 　.８36
* 友達から間違いやルール違反を指摘されたときに，状況に応じて自分の行動を変えられ
ない
－.123 　.206 　.65８
ひとつの活動や遊びに集中して取り組み，最後までやり遂げる 　.331 －.465 　.615
* 欲しいものが手に入らなかったり，やりたいことができないと我慢できない －.390 －.063 　.611
Crobach’s α 　.８1 　.８1 　.８1
*：逆転項目
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は，性別，ストレス，気質，傷つきにくさ，自己調整の
順に行った。これは，レジリエンス以前にストレスが存
在しており，それをコントロールするためにレジリエン
スが必要であると考えられるためである。各ステップに
おける単寄与率及び複数のブロックの重寄与率，各ステ
ップと最終ステップでの重回帰式の有意性を確認するた
め，標準化偏回帰係数（β），有意確率，重決定係数
（R 2 ），およびステップごとの前ステップとの回帰式の
重決定係数の差（⊿ R 2 ）を求めた。その結果，全ステ
ップに含まれた変数によって外在化問題行動の分散の
71.3％を説明し得た。第 1 ステップでは，男児が外在化
問題行動を有意に予測していた。性別は第 4 ステップま
で外在化問題行動を有意に予測した。第 2 ステップで
は，ストレスは外在化問題行動を有意に予測する傾向が
あった。ストレスが高い幼児は外在化問題行動が有意に
多い傾向があった。第 3 ステップでは，気質は外在化問
題行動を有意に予測しなかった。第 4 ステップでは，傷
つきにくさは外在化問題行動を有意に予測しなかった。
第 5 ステップでは，自己調整は外在化問題行動を有意に
予測していた。自己調整が高い幼児は外在化問題行動が
有意に少なかった。以上より，最終的な重回帰モデル
（モデル 5 ）では，ストレスの高さ，自己調整の高さが
外在化問題行動を有意に予測していた。
４ ．ストレス，レジリエンスが内在化問題行動に与える
影響
　内在化問題行動の促進及び抑制に影響を与える要因
を調べるため，内在化問題行動を目的変数として，性
別，ストレス，レジリエンス下位尺度を説明変数として
表 2 ．幼児用問題行動尺度項目の因子負荷量および各因子に含まれる項目の Cronbach’s α
1 2
1.　外在化問題行動
不注意である 　.８90 －.030
決まりや指示を守らない 　.８61 －.17８
そわそわしたり，落ち着きがない（多動である） 　.８60 －.061
注意散漫である 　.８22 　.007
ほかの子どもがしている遊びや活動の邪魔をする 　.８09 －.194
人や物に攻撃的である 　.771 －.102
かんしゃく持ちである 　.567 　.1８5
ほかの子どもと口論する 　.401 －.3８3
2.　内在化問題行動
仲間との遊びに参加しない 　.230 　.８26
悲しそうであったり，ふさぎこんだりする －.150 　.734
独り遊びをする 　.225 　.652
さびしそうにしている －.309 　.649
ほかの子どもたちと一緒にいるとき不安そうである －.330 　.396
Cronbach’s α 　.92 　.77
表 3 ．外在化問題行動を目的変数とした階層的重回帰分析の結果
step.1 step.2 step.3 step.4 step.5
β t β t β t β t β t
1. 性別 .459 3.1８4 ** .409 2.８4８ ** .351 2.430 * .317 2.142 * 　.094 .８96
2. ストレス .249 1.735 + .233 1.657 .275 1.８８3+ 　.262 2.677 *
3. 気質 .236 1.660 .15８ .9８5 　.154 1.435
4. 傷つきにくさ .173 1.051 　.177 1.605
5. 自己調整 －.649 －6.62８ ***
R 2 　.211 .270 .322 .343 　.713
⊿ R 2 　.211 .059 .052 .021 　.371
F 10.13８ ** 6.８43 ** 5.696 ** 4.561 ** 16.912 **
＋：p＜.10, *：p＜.05, **：p＜.01, ***：p＜.001
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階層的重回帰分析を行ったところ，全ステップに含まれ
た変数によって内在化問題行動の分散の64.1％を説明し
得た。第 1 ステップでは，性別をダミー変数に置換して
投入したところ，女児の方が内在化問題行動が有意に高
い傾向があった。第 2 ステップでは，ストレスは内在化
問題行動を有意に予測しなかった。第 3 ステップでは，
気質は内在化問題行動を有意に予測した。気質が高い幼
児は内在化問題行動が有意に少なかった。気質は最終ス
テップまで内在化問題行動を有意に予測した。第 4 ステ
ップでは，傷つきにくさは内在化問題行動を有意に予測
しなかった。第 5 ステップでは，自己調整は内在化問題
行動を有意に予測する傾向があった。以上より，最終的
な重回帰モデル（モデル 5 ）では，自己調整が高い幼児
は内在化問題行動が少ない傾向があることを予測するこ
とが示唆された。
考察
１．性別，ストレス，レジリエンスが外在化問題行動に
与える影響
男児であることが外在化問題行動を有意に説明した
が，これは金山 ほか（2006）など多くの先行研究と一
致している。男児の方が問題行動が外在化しやすいこと
が明らかになった。ストレスの高さが外在化問題行動を
有意に促進する傾向が得られ，仮説 1 が支持された。嶋
田（2010）や吉川・今野（2011）も推察しているよう
に，攻撃行動によってストレスを発散しているのではな
いかと考えられる。
自己調整の高さが外在化問題行動を抑制する結果が得
られたことから仮説 2 が支持された。本知見は中台・金
山（2002）や大内・長尾・櫻井（2008）とも一致する。
自己調整が高い幼児は苦痛を感じる場面においても気持
ちを落ち着かせることができると思われ，外在化問題行
動の要因であるストレスを和らげることで問題が外在化
しない，つまりストレスを調整できることが，外在化問
題行動の抑制に寄与していると考えられる。一方，自己
調整の低い幼児の場合は適応的な行動ができないために
他児に敬遠され，一人遊び，すなわち非社会的遊びが多
くなると推測できる。大内・櫻井（2008）によると，女
児のみではあるが非社会的遊びが 3 ， 4 カ月先の不注
意・多動行動と攻撃行動を有意に予測していた。本研究
の知見と先行研究から自己調整の低い幼児は非社会的遊
びが増え，その結果として外在化問題行動が発現すると
いうメカニズムが存在することが考えられる。
性別が外在化問題行動を有意に説明しなくなったこと
は重要な知見である。性別に関係なく，自己調整能力の
高さが外在化問題行動を抑制し，ストレスは10％水準で
外在化問題行動を予測する傾向があり，ストレスが強く
ても自己調整が高ければ問題行動の外在化を食い止めら
れるということが示唆され，ストレスを強く感じる幼児
であっても，自己調整能力によってストレスを調節する
ことができれば，外在化問題行動は抑制されると思われ
る。男児であることとストレスの強さは外在化問題行動
を発現するが，自己調整能力によって抑制できることに
加え，自己調整は男女共にその効果を及ぼすこと，スト
レスを強く感じる幼児にも作用することが明らかになっ
たと思われる。
表 4 ．内在化問題行動を目的変数とした階層的重回帰分析の結果
step.1 step.2 step.3 step.4 step.5
β t β t β t β t β t
1. 性別 －.2８9 －1.８59+ －.295 －1.８39+ －.113 －1.024 －.10８ －.945 －.177 －1.514
2. ストレス 　.033 　 .207 　.0８4 　 .7８7 　.079 　 .697 　.075 　 .6８3
3. 気質 －.74８ －6.８８3 *** －.73８ －5.931 *** －.739 －6.13８ ***
4. 傷つきにくさ －.023 －.1８3 －.022 －.179
5. 自己調整 －.201 －1.８35＋
R 2 .0８3 .0８4 .605 .605 .641
⊿ R 2 .0８3 .001 .520 ＜.001 .036
F 3.455+ 1.706 1８.353*** 13.404*** 12.122***
＋：p＜.10, *：p＜.05, **：p＜.01, ***：p＜.001
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２ ．性別，ストレス，レジリエンスが内在化問題行動に
与える影響
女児であることが内在化問題行動を有意に説明する傾
向があったことは，大内・櫻井（2008）と一致する。親
の子どもへの関わり方が関係しているものと思われる
が，Hofstede（1991）の報告のように，子どもが泣いた
際に親は男児には泣かないように諭すが，女児は慰めて
優しい言葉をかけることをことは，このように育てられ
た女性は感情表現が豊かになる（廣川，2006）こととを
支持するものである。また森永（2006）は，女児は男児
よりも親から多くのサポートを受けるため，他人からの
援助が必要であると感じ取り，その結果女児は無力感に
陥りやすくなるのではないかと推察していることから
も，女児は内在的な問題が生じやすいのではないかと思
われる。
外在化問題行動と異なり，内在化問題行動とストレス
には関連が見られなかったが，ストレスを受けた際の対
処行動によって説明され得ると思われる。嘉数 ほか
（1994）や小林・加藤（2001），高辻（2002）にて，幼児
はストレスを経験した際に周囲にサポートを求める方略
を多くとることが明らかになっており，幼児はストレス
を経験した際には， 1 人になったりふさぎ込むよりも友
達との交流をサポートとして選択するのではないかと考
えられる。
気質の高さが内在化問題行動を抑制することは，西
澤・濱口（2010）の見解と一致する。内在化問題行動に
おいても仮説 2 が支持され，新奇場面への順応性の高
さ，活発さ，好奇心といった気質は内在化問題行動を抑
制すると言える。また，性別と内在化問題行動の関連が
なくなったが，気質が高ければ男女共に内在化問題行動
が抑制されると思われる。
自己調整の高さが内在化問題行動を抑制する傾向があ
り，自己調整が高い幼児はその特性故に，他児からも好
意的に受け止められていることが推察され，仲間と遊ぶ
ことが多く，内在化問題行動が発現しないと思われる
が，これは中台・金山（2002）の知見を支持している。
中台・金山（2002）では年長男児にのみ当てはまった
が，本研究では参加者が少ないために性別と年齢の違い
による分析は困難であったが，今後，データ数を増や
し，再検討するべきであると思われる。女児であること
は内在化問題行動を発現する傾向があるが，気質及び自
己調整によって抑制できることが示された。さらに気質
は男女共にその効果を及ぼすことも併せて明らかになっ
た。問題行動を呈する幼児は対人関係に支障を来すとさ
れているが（嶋田，2010; 藤岡・渡辺，2011），問題行
動の抑制によって対人関係の改善が見込まれると思わ
れ，レジリエンスの高まりによる問題行動の抑制と，そ
れによる良好な対人関係の構築が期待されると思われ
る。
結論
先行研究とは異なり，非日常的なストレスではなく，
保育現場での日常的なストレスが問題行動の発現に影響
を及ぼしているという重要な知見が得られた。保育現場
とは幼児が初めて家族以外の人物と関わる場であり，ま
た同年代の他児と集団生活を営むいわば小さなコミュニ
ティであるが，幼児はまだ社会性や自己制御が十分に発
達していないために対人スキルが未熟である。そのた
め，保育現場では家庭よりも多くの対人ストレッサーが
存在すると考えられ，保育現場での日常的なストレスが
幼児にとっては大きな要因であるということが示唆され
たのは本研究の大きな意義だと思われる。
保育現場においては対人的トラブルが多い幼児や落ち
着きがない幼児に対して，保育者は集団から逸脱した時
には注意したり，席の場所などを考慮したりといった対
応を行っているが（本郷・澤江・鈴木・小泉・飯島，
2003），本研究の結果を踏まえて幼児の自己調整能力を
高める関わりを行えば，問題行動の抑制が期待されると
思われる。例えばトラブルが生じた際に，自身で解決方
法を考えるよう促したり，十分な時間を与えて気持ちを
落ち着かせるなどすれば，自己調整能力が高まって外在
化問題行動の抑制できると考えられる。内在化問題行動
に関しては，幼児の不安を取り除くような関わりを目指
し，保育者が仲間入りの手助けを行うといった方法を用
いれば気質能力が高まり，問題行動の抑制が期待され，
仲間入りに際しては，子ども同士のイメージを統合する
関わりが有効であること，その子どもが何をして遊びた
いのかといったイメージを他児と共有できるように援助
することが望ましい（小林，1998）と思われる。一方
で，渋倉（2010）も注意を促しているように，苦痛を伴
うできごとを扱うには十分な配慮が必要であり，幼児の
様子を窺いながら，状況に応じた関わりが保育者に求め
られると考えられる。
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